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「徒然なるままに」
年早々、能登半島を中心に深刻な被害をもたらした大地
震が起きた。４月には、台湾が大きな地震に見舞われた。

いずれの被災地でも、大切な人を失った深い悲しみに加え、暮ら
しの再建に多くの方々が苦悩されている。心からお見舞いを申し
上げます。
　台湾は、１９９９年９月にも２４００人以上の命を奪った大地震
に襲われている。約３０年に及んだ新聞記者生活では、その多く
で災害報道に携わったが、四半世紀がたった今でも、台湾での
現地取材を忘れられずにいる。
　羽田空港からあわただしく飛行機に乗ったものの、現地の言葉
も話すことができない。不安な気持ちを抱えていた機内で、年配
の男性に日本語で声をかけられた。「私は台湾出身者です。これ
から現地に向かいます」。東京で中華料理店を営んでいるという。

聞記者だと明かすと、「手伝います。故郷の現状を世界に
報じてください」と、握手を求められた。男性は、台北

の空港でタクシーと交渉すると、中部の都市・台中へ一緒に向か
い、大きな余震の中、翌日には震源地近くの南投県まで案内し
てくれた。
　「お礼をさせてほしい」と懇願したが、頑なに拒まれた。「故郷
のことを伝えるために、日本から来てくれたのだから、当たり前
のことをしているだけ」
　震源地に近い街で男性と別れた後も出会いが続いた。一人で

「取材本部」を野外で設営していると、地元の方々が「南国でも
夜は寒いから」と布団を貸してくれたり、子どもたちがお菓子を
持ってきてくれたり。大きな災害に見舞われた人々だ。何度も丁
重にお断りしたのに、「台湾の状況を伝えてくれるあなたの手助
けをするのは当然」と繰り返すばかりだった。
　衛星経由で記事と写真を東京に送信し終わると、人の情けがあ
りがたく、声を殺して泣いた。被災して途方に暮れているのは、
彼らだ。それでも異国の記者に次々と手を差し伸べる。親切が身
に染みた。

やんでいることがある。こうした方々に、感謝の気持ち
を伝えられていない。どうしてもお礼を申し上げたい。皆

さんのおかげで、助け合いの大切さ、人間の高潔さを学んだ、
と。今も心がうずく。しかし、あの男性の名前を頼りに都内を捜
したが、とうとう見つけられなかった。その後の被災地にも再訪
できていない。
　胸の内を先輩記者に告白すると、「受けた親切は、別の人への
親切でお返しすればいい」と諭された。その言葉を支えに、「小
さな親切」運動の一隅でお手伝いさせていただいている。本稿を
記している現在でも、台湾では救助・捜索活動が行われ、能登
半島でも震災後の対応に追われている。あの取材の日々と重ね合
わせながら、被災者の方々に思いを寄せ、祈り続けている。
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　多くの人気芸人さんが所属し、お笑い界を牽引す
る吉本興業が、笑いの力で地域活性化を目指す「あ
なたの街に＂住みます＂プロジェクト」を展開してい
るのをご存じでしょうか。このプロジェクトでは、
吉本興業が47都道府県すべてに ＂住みます芸人＂を
派遣。実際に移住した芸人さんたちが地元のテレビ
番組やイベントなどに出演し、地域を盛り上げてい
ます。
　静岡県＂住みます＂芸人として、「沼津よしもとラ
クーン劇場」を拠点に活動しているのは、大阪府出
身の富士彦さん。「富士彦」は静岡にちなんだ芸名か
と思いきや、なんと新幹線に乗っていた母親が、富
士山を見ているときに陣痛が始まったことから名付
けられた本名です。吉本興業の劇場は東京以外にも
全国に7か所ありますが、劇場から富士山をのぞむ
ことができるのはここ沼津だけ。富士彦さんは生ま
れる前から、静岡県と深い縁があったのですね。
　沼津市に移住して10年目となる富士彦さんに、
沼津の良いところをお聞きすると、「海や山に囲ま
れ、食べ物がおいしいのはもちろんのこと、何より
人が温かい。地元の方は、僕が移住してきてから
ずっと応援してくれていて、家で作った炊き込みご

飯を劇場に差し入れてく
れる方もいるんですよ。」
と嬉しそうに教えてくだ
さいました。
　そんな温かな沼津の皆
さんに恩返しがしたい
と、沼津駅前周辺のごみ
拾いを定期的に行ってい
る富士彦さんに、静岡県
本部（事務局：㈱静銀総合サービス）の推薦で「小さ
な親切」実行章を贈呈しました。受章の知らせを受
けたときには「ドッキリかと思った（笑）」そうです
が、とても喜んでくださり、コロナ禍で一時中断し
ていた子どもたちとの交流も再開し今後も楽しく活
動を続けたい、と話されました。
　賞状を伝達した静岡銀行沼津支店・鈴木淳史支店
長とは、「今度は合同で清掃活動をしよう」と盛り上
がり、後日さっそく沼津支店が行った沼津中央公園
のクリーン大作戦に富士彦さんも参加。地元の人気
者の登場に、参加者は大喜びだったようです。
　「小さな親切」がつないだ縁も、末永く続くよう
願っています。

静岡に深い縁！
芸人さんが地域に恩返し

富士彦さん（右）のホームである劇場の舞台で「小さな親切」
実行章を贈呈。司会をつとめた静岡県本部・大畑事務局長と。

沼津の皆さん、いつもありがとう！

【表紙写真】
まるでヨーロッパの海辺の街
にいるかのようなこの写真は、
ミニチュアの世界。
この街中に、ミニチュアとなっ
た運動本部職員「のんちゃん」
がいるのを発見できましたか？

表紙を撮影したのは東京・有明にあるミニ
チュアミュージアム「Small Worlds（スモー
ルワールズ）」。最新鋭の３Dスキャナーを
使って、自分のミニチュアフィギュアが作製
できます。スモールワールズ内にフィギュア
を１年間設置できるプランがあるほか、毎月
１１日と２２日はペットと一緒に撮影すること
も可能。
家族や恋人と、もちろん一人でも楽しめるこ
と間違いなし。ぜひ、皆様もお試しあれ！

（詳細は８頁をご覧ください）

あなたもミニチュア世界の住人に


